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前
言 ─

─
重
層
的
な
歴
史
の
な
か
の
植
民
都
市

　
香
港
は
こ
の
百
年
来
の
中
国
の
分
裂
し
た
歴

史
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
都
市
で
あ
る
。
文
化

的
な
地
理
空
間
か
ら
い
え
ば
、
香
港
は
周
縁
に

位
置
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
百
年
の
中
国
と

欧
米
の
文
化
の
変
遷
や
発
展
を
深
く
刻
み
込

み
、
中
国
の
清
末
以
来
の
文
化
の
変
転
を
繰
り

広
げ
た
だ
け
で
な
く
、
植
民
主
義
が
も
た
ら
し

た
西
洋
知
識
の
系
譜
を
継
承
し
て
い
る
。
こ
の

土
地
で
は
人
・
文
化
・
政
治
・
思
想
の
越
境
が

不
断
に
繰
り
返
さ
れ
、
そ
れ
が
積
み
重
な
っ
て

重
層
的
な
歴
史
の
記
憶
を
形
成
し
、
変
動
す
る

時
代
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
モ
ダ
ン
で
老
邁
な
、
ま
た
東
洋
的

で
西
洋
的
な
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
至
る
と
こ

ろ
に
そ
の
複
雑
性
が
表
出
し
て
お
り
、
明
ら
か

に
香
港
が
百
年
来
の
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
的
変
遷

の
拡
大
鏡
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
香

港
作
家
の
也
斯
は
か
つ
て
「
香
港
に
は
何
の
記

憶
も
な
く
、
香
港
と
は
記
憶
喪
失
の
都
市
で
あ

る
」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
〉
1
〈

る
。
こ
れ
は
、
あ
ま

り
に
も
多
く
の
歴
史
の
記
憶
を
抱
え
た
こ
の
地
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が
、
急
速
な
現
代
化
に
よ
る
越
境
や
融
合
の

後
、
現
地
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
に
直
面

し
た
こ
と
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
鑑
み
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
多
く

の
香
港
人
学
者
│
│
た
と
え
ば
王
宏
志
・
鄭

樹
森
・
梁
秉
鈞
（
也
斯
）・
黄
継
持
・
盧
瑋
鑾

（
小
思
）・
黄
維
樑
・
劉
以
鬯
・
陳
清
僑
・
陳
国

球
が
香
港
文
学
研
究
に
注
目
し
は
じ
め
、
歴

史
・
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
・
モ
ダ
ニ
テ
ィ
・
大
衆
文
化
と
い
っ
た
視

点
か
ら
、
何
を
も
っ
て
「
香
港
文
学
」
と
す
る

の
か
、
さ
ら
に
は
「
香
港
文
学
」
の
定
義
に
つ

い
て
詳
細
に
検
討
し
、
そ
の
後
の
香
港
文
学
史

編
纂
の
基
礎
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
理
論
構
築
の
ほ
か
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に

香
港
の
各
大
学
や
学
者
個
人
に
よ
っ
て
続
々
と

整
理
出
版
さ
れ
た
香
港
文
学
に
関
す
る
史
料
整

理
計
画
は
、
文
学
史
の
内
容
的
な
構
築
を
具
体

的
に
補
完
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
史

料
整
理
は
次
の
四
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
目
録
整
理
で
あ
る
。
総
目
録

の
整
理
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
一
九
九
五
年
に

黄
淑
嫻
ら
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
香
港
文
学

書
目
』（
香
港
：
青
文
書
屋
、
一
九
九
六
年
）

は
、
五
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
ま
で
に
出
版
さ

れ
た
二
百
冊
近
く
の
香
港
文
学
の
書
籍
を
集
録

し
、
作
品
目
録
の
初
歩
的
な
整
理
を
行
っ
た
。

一
九
九
七
年
以
後
に
青
文
書
屋
が
増
補
出
版
し

た
『
香
港
文
学
書
目
│
│
補
充
資
料
』
に
は
、

一
九
九
五
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
の
出
版

目
録
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
定
期

刊
行
物
の
目
録
整
理
も
さ
れ
て
お
り
、
例
え

ば
盧
瑋
鑾
に
よ
る
早
期
文
藝
雑
誌
の
出
版
目

録
『
香
港
早
期
（1921 ‒1937

）
文
藝
雑
誌
目

録
』（
香
港
：
香
港
文
学
資
料
蒐
集
及
整
理
計

画
、
一
九
九
六
年
）
で
は
、
定
期
刊
行
物
の
目

録
の
ほ
か
、
作
家
や
主
題
別
の
作
品
目
録
、
電

子
目
録
も
作
成
さ
れ
て
お
り
、
文
学
史
の
内
容

を
さ
ら
に
具
体
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。
二
つ

目
は
、
文
学
年
表
と
年
鑑
の
作
成
で
あ
る
。
こ

の
作
業
は
香
港
文
学
の
歴
史
的
文
脈
を
秩
序
立

て
る
こ
と
に
貢
献
し
て
お
り
、
主
に
次
の
二
種

類
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
総
記
の
形
式
に

よ
る
年
表
で
あ
り
、
こ
の
成
果
と
し
て
鄭
樹

森
・
黄
継
持
・
盧
瑋
鑾
編
『
香
港
新
文
学
年
表

1950 ‒1969

』
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
定
期

刊
行
物
の
年
表
や
作
家
の
著
作
年
表
で
あ
り
、

こ
れ
は
歴
史
上
の
重
要
な
事
柄
を
詳
細
に
記
録

し
、
各
年
代
の
全
体
的
な
文
化
的
風
潮
を
理
解

す
る
上
で
大
き
く
役
立
っ
た
。
三
つ
目
は
、
訪

問
録
・
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
伝
記
の
筆
録

で
あ
る
。
こ
れ
は
作
家
の
人
生
を
復
元
し
、
歴

史
的
背
景
を
掌
握
す
る
上
で
十
分
に
貢
献
し
て

お
り
、
と
く
に
大
き
な
歴
史
的
枠
組
み
に
お
け

る
個
人
と
時
代
と
の
交
錯
を
証
明
す
る
も
の
で

あ
る
。
四
つ
目
は
、
資
料
集
の
編
纂
で
あ
る
。

主
に
そ
れ
ま
で
収
集
し
た
史
料
を
ジ
ャ
ン
ル
や

主
題
別
に
分
類
し
て
編
集
し
、
埋
も
れ
て
い
た

文
献
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
研
究
者
の
さ

ら
な
る
探
求
を
可
能
に
し
た
。
こ
れ
に
関
連
す

る
作
業
は
盧
瑋
鑾
に
よ
っ
て
八
〇
年
代
か
ら
着

手
さ
れ
、
一
九
八
三
年
か
ら
続
け
ざ
ま
に
資
料

集
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、『
香
港
的
憂
鬱
│
│

文
人
筆
下
的
香
港
（1925 ‒1941

）』（
香
港
：

華
風
、
一
九
八
三
年
）、『
茅
盾
香
港
文
輯
：

1938 ‒1941

』（
香
港
：
廣
角
鏡
出
版
社
、
一
九

八
四
年
）
と
い
っ
た
新
文
学
資
料
選
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
主
題
や
焦
点
に
基
づ
く

資
料
集
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
関
係
資
料
の
整

理
が
行
わ
れ
〉
2
〈

た
。

　
香
港
の
学
者
に
よ
る
史
料
整
理
の
出
版
成
果

の
ほ
か
、
中
国
の
学
者
が
「
香
港
返
還
」
の
歴



177──書評　融合の地・香港文学史の構築

史
的
期
限
を
前
に
、
中
国
文
学
を
母
体
と
し
て

香
港
文
化
を
召
還
す
る
た
め
に
執
筆
し
た
香
港

文
学
史
の
「
成
果
」
も
重
要
な
参
照
対
象
で
あ

る
。
植
民
地
と
な
っ
て
百
年
を
経
た
香
港
の
政

治
主
権
が
再
び
元
の
君
主
に
復
帰
し
よ
う
と
す

る
政
治
的
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
時
期
に
、
中
国

大
陸
で
は
ま
ず
謝
常
青
に
よ
る
香
港
文
学
史

『
香
港
新
文
学
簡
史
』（
広
州
：
暨
南
大
学
出
版

社
、
一
九
九
〇
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
後

も
続
々
と
出
版
さ
れ
、
潘
亜
暾
・
汪
義
生
『
香

港
文
学
概
観
』（
廈
門
：
鷺
江
出
版
社
、
一
九

九
三
年
）、
王
剣
叢
『
香
港
文
学
史
』（
南
昌
：

百
花
洲
文
藝
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
王
剣

叢
『
二
十
世
紀
香
港
文
学
』（
済
南
：
山
東
教

育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）、
李
戦
吉
『
霓
虹

港
湾
│
│
香
港
文
化
的
源
與
流
』（
北
京
：
人

民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
劉
登
翰

『
香
港
文
学
史
』（
香
港
：
香
港
作
家
出
版
社
、

一
九
九
七
年
）、
古
遠
清
『
香
港
当
代
文
学
批

評
史
』（
武
漢
：
湖
北
教
育
出
版
社
、
一
九
九

七
年
）
と
い
っ
た
著
作
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
二

一
世
紀
に
入
っ
た
後
も
、「
返
還
」
が
与
え
る

正
統
化
に
よ
っ
て
、
香
港
文
学
研
究
は
中
国
研

究
の
枠
組
み
に
お
け
る
一
つ
の
支
流
と
な
り
、

関
連
す
る
機
関
に
よ
っ
て
引
き
続
き
関
心
が
寄

せ
ら
れ
、
研
究
成
果
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
中
国
の
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
香
港
研
究

の
出
版
成
果
と
比
べ
る
と
、「
香
港
返
還
」
前

後
は
香
港
に
関
連
す
る
出
版
が
ピ
ー
ク
に
達
し

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
は
当
時
の
中
国
で
返
還
を

視
野
に
入
れ
た
香
港
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
中
で
最
も
重
要
で
あ
る

の
は
、
も
ち
ろ
ん
政
治
的
要
素
の
介
入
で
あ

る
。
香
港
社
会
に
溢
れ
る
植
民
地
情
緒
、
西
洋

化
の
色
彩
や
英
語
・
広
東
語
の
入
り
混
じ
っ
た

言
語
情
況
に
よ
り
、
返
還
後
に
中
国
と
の
間
で

必
ず
や
隔
絶
と
不
適
合
が
生
じ
る
こ
と
は
運
命

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
故
に
香
港
文
化
の

整
理
作
業
が
返
還
前
夜
の
最
も
重
要
な
任
務
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
王
宏
志
が
以
下
の

よ
う
に
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。「
中
国
大
陸

で
は
、
現
代
文
学
史
の
叙
述
、
教
育
や
史
書
の

編
纂
は
重
要
な
政
治
的
任
務
と
意
義
を
担
っ
て

お
り
、
そ
の
理
由
は
そ
れ
ら
が
国
家
の
政
権

の
構
築
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
『
国
家
と
叙
述
』（nation and 

narration

）
の
問
題
で
あ
〉
3
〈

る
」。
ど
の
国
家
の

文
学
史
の
叙
述
で
あ
っ
て
も
、
国
家
の
叙
述
の

構
造
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
そ
れ
は
ま
さ
に
文
学

史
が
備
え
る
政
治
的
、
教
育
的
意
味
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
香
港
文
学
史
の
執
筆
過

程
は
他
の
東
ア
ジ
ア
各
地
と
比
べ
て
み
る
と
、

明
ら
か
に
よ
り
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
。
香
港
現
地
の
学
者
が
急
い
で
自

身
の
地
域
の
文
学
史
料
を
補
充
し
内
部
構
築
し

よ
う
と
し
た
と
き
、
中
国
の
学
者
が
香
港
文
学

史
の
執
筆
を
試
み
、
そ
れ
を
中
国
の
国
家
論
述

の
枠
組
み
に
取
り
込
も
う
と
し
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
故
に
文
学
の
本
源
を
整
理
し
、
と
く
に

左
翼
の
文
脈
に
お
け
る
香
港
文
学
に
叙
述
を
補

足
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
文
学
史
の

再
編
の
過
程
に
お
い
て
、
香
港
が
こ
の
百
年
に

繰
り
広
げ
て
き
た
流
動
性
や
国
際
性
を
盛
り
込

む
意
図
を
も
明
ら
か
に
し
た
。
ま
さ
に
香
港
の

歴
史
・
文
化
は
複
雑
で
、
広
汎
な
範
囲
に
わ

た
る
こ
と
か
ら
、
香
港
文
学
と
は
何
か
を
探
求

す
る
と
き
、
豊
富
に
取
り
揃
え
ら
れ
た
文
学
作

品
の
収
集
整
理
が
ま
さ
に
こ
の
過
程
に
必
須
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
香
港
文
学
史
が
執
筆
さ
れ
始

め
て
三
〇
年
が
た
っ
た
二
〇
〇
九
年
、
香
港
教

育
学
院
人
文
学
院
院
長
、
文
学
及
文
化
学
系
講

座
教
授
、
中
国
文
学
文
化
研
究
中
心
主
任
で
あ
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る
陳
国
球
教
授
が
総
主
編
を
担
当
し
、
香
港
自

身
の
観
点
に
立
っ
た
初
め
て
の
『
香
港
文
学
大

系1919 ‒1949

』
の
編
纂
作
業
が
始
め
ら
れ
た

（
以
下
、『
大
系
』
と
呼
ぶ
）。
こ
の
『
大
系
』

一
二
巻
は
、
七
年
の
歳
月
を
か
け
て
二
〇
一
六

年
に
完
成
し
、
香
港
の
重
層
的
な
歴
史
的
文
脈

に
お
け
る
文
学
イ
メ
ー
ジ
を
多
方
面
か
ら
記
録

し
、
こ
う
し
た
植
民
都
市
の
文
化
世
相
を
外
界

か
ら
も
窺
い
知
れ
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

中
国
文
学
史
の
複
線 

─
─
大
分
裂
以
前
（1919 ‒1949

）

　
前
述
の
陳
国
球
教
授
の
総
主
編
に
よ
る
『
大

系
』
は
、
香
港
商
務
印
書
館
か
ら
出
版
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
編
集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
副
総

主
編
の
陳
智
徳
の
ほ
か
危
令
敦
・
黄
子
平
・
黄

仲
鳴
・
樊
善
標
で
あ
り
、
み
な
香
港
の
大
学
の

研
究
者
で
あ
る
。
こ
の
『
大
系
』
全
一
二
巻
の

構
成
は
以
下
の
と
お
り
。

　「
新
詩
巻
」（
全
一
冊
、
陳
智
徳
主
編
）

　「
散
文
巻
」（
全
二
冊
、
樊
善
標
・
危
令
敦
が

各
冊
の
主
編
を
担
当
）

　「
小
説
巻
」（
全
二
冊
、
謝
暁
虹
・
黄
念
欣
が

各
冊
の
主
編
を
担
当
）

　「
戯
劇
巻
」（
全
一
冊
、
盧
偉
力
主
編
）

　「
評
論
巻
」（
全
二
冊
、
陳
国
球
・
林
曼
叔
が

各
冊
の
主
編
を
担
当
）

　「
旧
体
文
学
巻
」（
全
一
冊
、
程
中
山
主
編
）

　「
通
俗
文
学
巻
」（
全
一
冊
、
黄
仲
鳴
主
編
）

　「
児
童
文
学
巻
」（
全
一
冊
、
霍
玉
英
主
編
）

　「
文
学
史
料
巻
」（
全
一
冊
、
陳
智
徳
主
編
）

　
各
巻
の
巻
頭
に
は
各
主
編
に
よ
る
編
集
理
念

に
つ
い
て
の
周
到
な
説
明
が
あ
り
、
そ
の
文
学

ジ
ャ
ン
ル
の
変
遷
や
香
港
文
学
史
に
お
け
る
位

置
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
お
り
、
読
者
に
明

確
な
読
解
の
方
向
性
を
与
え
て
い
る
。
全
体
の

構
成
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
『
大
系
』
は
香
港
文

化
の
様
相
全
体
を
立
体
的
に
示
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
同
時
に
各
巻
が
独
自
に
各
文
学
ジ
ャ

ン
ル
の
支
柱
を
受
け
持
っ
て
い
る
。
こ
の
膨
大

な
作
業
の
完
成
は
、
香
港
文
学
探
求
の
重
要
な

成
果
と
い
え
よ
う
。

　
総
主
編
の
陳
国
球
は
こ
の
『
大
系
』
の
総
序

に
お
い
て
、「
早
期
に
香
港
以
外
で
出
版
さ
れ

た
、
各
種
の
香
港
文
学
史
は
遺
漏
が
実
に
多

か
っ
た
た
め
、
香
港
文
藝
界
は
ま
ず
香
港
文
学

に
関
す
る
資
料
を
系
統
立
て
て
整
理
し
、
そ
の

上
で
香
港
文
学
の
た
め
の
文
学
史
を
編
修
し
よ

う
と
い
う
考
え
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
〉
4
〈

た
」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
は
香
港
学
者
と
中
国
学
者
の

香
港
文
学
に
対
す
る
着
眼
点
の
違
い
を
物
語
っ

て
い
る
。
ま
さ
に
黄
継
持
が
言
う
、「
学
術
に

つ
い
て
は
、
急
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
基

礎
的
な
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
史
料
と
歴

史
観
、
文
学
資
料
と
文
学
理
解
は
、
互
い
に
補

い
な
が
ら
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
史
実
は
一
致

し
て
も
、
史
論
は
相
異
な
る
。
文
学
史
は
一
般

の
歴
史
に
比
べ
て
、
さ
ら
に
幾
重
に
も
重
な

る
解
釈
の
空
間
が
あ
り
、
そ
の
た
め
一
義
に

帰
し
た
り
、
政
府
が
定
本
を
編
纂
す
べ
き
で

は
な
〉
5
〈

い
」
の
で
あ
る
。
こ
の
『
大
系
』
の
出
版

は
、
ま
さ
に
香
港
文
学
の
多
元
的
な
素
材
を
収

集
整
理
し
た
基
礎
的
な
成
果
で
あ
り
、
そ
の
詳

細
な
「
凡
例
」
の
説
明
や
、
毎
巻
の
巻
頭
に
附

さ
れ
た
「
導
言
」（
解
説
）、
雑
誌
書
影
や
画
像

は
、
み
な
国
内
外
の
多
く
の
学
者
の
参
考
や
利

用
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
香
港

文
学
が
越
境
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
歴
史
を
伝

承
し
世
相
の
変
転
を
経
験
し
て
き
た
か
、
そ
の

脈
絡
関
係
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
解
釈
す
る
こ
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と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
『
大
系
』
に
お
け
る
資
料
収
録
の
対
象

時
期
は
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
に

設
定
さ
れ
て
お
り
、
三
〇
年
間
の
文
学
作
品
が

収
集
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
歴
史
的

時
点
は
中
国
文
化
や
政
治
に
お
け
る
大
変
動
の

時
期
で
あ
り
、
こ
の
た
め
『
大
系
』
は
明
ら
か

に
も
う
一
つ
の
意
義
を
持
っ
て
い
〉
6
〈
る
。
広
く
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
一
九
年
の
「
五

四
」
運
動
は
中
国
現
代
文
学
の
起
源
で
あ
る
。

「
五
四
」
に
伴
っ
て
起
き
た
新
文
化
運
動
に
よ

り
民
主
や
科
学
と
い
っ
た
近
代
思
想
が
萌
芽
し

た
だ
け
で
な
く
、
中
国
文
学
に
も
空
前
の
衝
撃

が
も
た
ら
さ
れ
、
従
来
主
導
的
な
位
置
に
あ
っ

た
旧
文
体
が
白
話
体
の
新
文
学
に
取
っ
て
代
わ

ら
れ
、
し
だ
い
に
文
学
の
周
縁
に
な
り
下
が
っ

た
。『
大
系
』
が
こ
の
一
九
一
九
年
を
起
点
に

し
た
こ
と
は
、
中
国
新
文
学
の
発
展
史
の
歴
史

的
文
脈
を
継
承
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
同
時
に
、
当
時
に
あ
っ
て
化
外
の
域
で

あ
っ
た
香
港
が
中
国
文
学
の
越
境
に
よ
り
、
中

国
文
学
の
も
う
一
つ
の
展
開
の
場
と
し
て
文
学

史
の
複
線
的
な
視
点
と
な
り
、
ま
さ
に
中
国
国

内
の
白
話
文
学
作
品
と
相
互
の
参
照
や
対
話
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
総
主
編
の
陳
国
球
も
明
言
し
て
お

り
、
こ
の
『
大
系
』
の
時
間
設
定
は
文
化
の
根

源
追
究
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
り
、
香
港
現
代

文
化
の
変
遷
の
起
源
は
「
五
四
」
に
あ
る
の
だ

と
い
う
。
た
だ
し
北
京
か
ら
香
港
へ
の
文
化
伝

播
の
時
差
を
考
慮
し
、
も
う
一
つ
の
時
間
の
境

界
を
一
九
四
九
年
と
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
の

時
代
区
分
は
、
歴
史
的
に
言
え
ば
中
華
人
民
共

和
国
の
成
立
で
あ
る
。
た
だ
し
同
時
に
台
湾
が

日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
、
国
民
党

の
蔣
介
石
政
権
の
敗
北
に
よ
り
正
式
に
中
華
民

国
に
よ
る
反
共
の
砦
と
な
っ
た
時
点
で
も
あ

る
。
香
港
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
と
し
て
二
つ
の

地
域
を
媒
介
す
る
地
と
し
て
、
左
翼
・
右
翼
い

ず
れ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
つ
文
人
の
言
論
を

も
受
け
入
れ
、
香
港
返
還
に
至
る
ま
で
「
両
岸

三
地
」
の
鼎
立
状
態
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

　『
大
系
』
の
編
集
構
成
や
形
式
が
参
考
に
し

た
の
は
、
趙
家
璧
主
編
の
『
中
国
新
文
学
大

系
』
で
あ
る
。
ま
さ
に
『
中
国
新
文
学
大
系
』

の
「
総
序
」
や
「
導
言
」
は
、「
五
四
」
の
文
学

大
家
た
ち
│
│
蔡
元
培
・
胡
適
・
鄭
振
鐸
・
魯

迅
・
茅
盾
・
鄭
伯
奇
・
朱
自
清
・
周
作
人
・
郁

達
夫
・
洪
深
ら
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
大
系
を
権
威
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。
し

か
し
『
大
系
』
は
『
中
国
新
文
学
大
系
』
編
集

の
経
験
を
取
り
入
れ
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に

香
港
文
学
の
雑
種
性
を
も
考
慮
し
、
新
文
学
に

限
定
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
旧
文
学
や
通
俗

文
学
、
児
童
文
学
と
い
っ
た
文
学
ジ
ャ
ン
ル
を

も
こ
の
文
学
大
系
に
組
み
入
れ
て
お
り
、
香
港

文
学
の
多
元
的
で
豊
富
な
側
面
を
効
果
的
に
体

現
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
さ
に
こ
の
文
学
大
系

が
注
目
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
中
国
新
文
学

の
基
本
的
な
文
体
に
つ
い
て
は
、
主
に
「
新

詩
巻
」「
散
文
巻
」「
小
説
巻
」「
戯
劇
巻
」「
評

論
巻
」
に
体
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
文
学

ジ
ャ
ン
ル
の
収
集
整
理
は
中
国
新
文
学
の
発
展

と
完
全
に
連
携
し
て
い
る
。
た
だ
し
中
国
と
全

く
異
な
る
様
相
も
見
せ
て
お
り
、
最
も
特
殊
な

点
は
様
々
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
作
品
を
同
時
に

包
括
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
風
格
の
違

い
は
こ
の
地
域
に
広
く
流
布
し
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
一
種
の
比
較
対
照
の
視
点
を
形
成
し
て

い
る
。
こ
の
『
大
系
』
が
中
国
文
学
大
系
と
異

な
る
複
線
的
な
視
点
を
有
し
て
い
る
の
は
、
主

に
香
港
の
地
理
的
空
間
の
媒
介
的
な
立
場
に
よ
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る
。
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
や
中
国
と
欧
米
の
文
化

が
融
合
し
た
文
化
的
体
質
に
よ
り
、
香
港
は
歴

史
的
大
事
件
の
な
か
で
往
来
す
る
文
人
た
ち
の

歴
史
的
な
避
難
所
と
な
り
、
そ
の
混
沌
と
し
た

文
化
現
象
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
九

年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
、
香
港
の
新
聞
副
刊

や
文
学
雑
誌
は
文
化
を
媒
介
し
伝
播
す
る
重

要
な
役
割
を
演
じ
た
。
例
え
ば
『
大
光
報
』

「
大
光
文
藝
」、『
循
環
日
報
』「
燈
塔
」、『
大

同
日
報
』「
大
同
世
界
」、『
南
強
日
報
』「
過

渡
」、『
英
華
青
年
』、『
小
説
星
期
刊
』、『
双

声
』、『
文
学
研
究
録
』、『
伴
侶
』、『
鉄
馬
』、

『
激
流
』、『
南
風
』、『
時
代
風
景
』
と
い
っ
た

刊
行
物
が
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
の
香
港
文
藝

を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
『
大
系
』
の

作
品
編
成
か
ら
も
、
文
学
か
ら
歴
史
を
読
み
解

こ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え
る
。
早
期
文
学
の
文

語
か
ら
白
話
へ
と
移
行
す
る
文
体
革
命
か
ら
一

九
三
七
年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
に
至
り
、

中
国
大
陸
か
ら
南
下
し
た
文
化
人
に
よ
る
抗
戦

文
学
を
大
量
に
収
録
し
て
い
る
。
ひ
い
て
は
太

平
洋
戦
争
中
の
日
本
占
領
期
や
戦
後
に
至
る
ま

で
の
作
品
を
採
録
し
た
の
で
あ
る
。『
大
系
』

は
作
品
選
択
に
お
い
て
左
翼
だ
け
で
な
く
、
反

戦
や
和
平
と
い
っ
た
他
の
立
場
に
立
っ
た
作
品

も
包
括
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
香
港
の
媒
介

的
立
場
の
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
戦

争
期
の
作
品
選
択
に
つ
い
て
は
、『
大
系
』
は

政
治
的
主
観
の
主
導
を
避
け
、
で
き
る
だ
け
客

観
的
に
作
品
自
身
が
表
現
す
る
時
代
の
複
雑
性

を
復
元
し
、
効
果
的
に
読
者
を
そ
の
「
閲
読
の

場
」
に
立
ち
戻
ら
せ
て
い
る
。
一
九
三
七
〜
一

九
四
一
年
を
抗
戦
期
の
文
学
区
分
と
見
な
す
な

ら
、『
大
系
』
は
さ
ら
に
日
本
に
よ
る
占
領
や

光
復
、
な
い
し
は
国
共
内
戦
後
の
一
九
四
九
年

と
い
っ
た
歴
史
的
大
分
裂
を
記
録
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
た
文
章
は
読
者
を
歴
史
に

回
帰
さ
せ
、
そ
れ
が
結
集
し
て
香
港
文
学
史
の

全
体
像
を
作
り
上
げ
て
お
り
、
中
国
文
学
史
と

の
対
照
効
果
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

　『
大
系
』
の
編
者
た
ち
は
、
先
行
す
る
研
究

者
の
資
料
研
究
の
成
果
を
参
照
す
る
ほ
か
、
自

身
も
そ
の
導
言
に
お
い
て
作
品
選
択
の
基
準
に

つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
ま
た
各
文
学
ジ
ャ
ン
ル

の
変
遷
や
発
展
史
に
つ
い
て
煩
を
厭
わ
ず
説
明

し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ

う
な
大
作
の
文
学
大
系
の
各
選
集
間
に
お
け
る

相
互
の
対
話
を
可
能
に
し
、
さ
ら
に
ひ
と
つ
の

文
学
史
の
枠
組
み
を
形
成
し
て
い
る
。
各
文
章

が
時
代
と
テ
キ
ス
ト
を
構
成
し
て
お
り
、
こ
れ

を
通
じ
て
読
者
が
各
作
品
か
ら
時
代
を
再
考
す

る
よ
う
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

香
港
─
─
都
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

現
地
的
視
点

　『
大
系
』
は
中
国
文
学
史
の
発
展
の
脈
絡
を

継
承
し
て
い
る
が
、
現
段
階
の
中
国
大
陸
で
出

版
さ
れ
た
香
港
文
学
選
集
や
文
学
史
と
の
最
も

大
き
な
違
い
は
、
現
地
の
視
点
を
備
え
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
編
集
の
立
場
は
「
凡
例
」

か
ら
明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
に
い

た
る
ま
で
、
文
学
の
範
疇
は
常
に
基
本
的
な
文

体
の
討
論
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
文
学

大
系
が
収
集
整
理
さ
れ
て
出
版
さ
れ
る
際
に

は
、
編
纂
者
の
視
点
は
往
々
に
し
て
純
文
学
に

止
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
必
要
と
さ
れ
る
の
は

新
文
学
作
品
の
収
集
整
理
で
あ
り
、
純
文
学
と

同
時
に
存
在
し
て
い
た
通
俗
文
学
や
旧
体
文

学
、
児
童
文
学
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

に
対
し
『
大
系
』
は
、
こ
の
よ
う
な
文
学
ジ
ャ

ン
ル
の
制
約
を
打
破
し
、
さ
ら
に
大
き
く
香
港

文
化
全
体
に
着
目
し
、
様
々
な
越
境
の
も
と
の



181──書評　融合の地・香港文学史の構築

地
域
的
特
色
を
存
分
に
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ

る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、『
大
系
』
の
編
者
た
ち

は
み
な
香
港
と
い
う
都
市
文
化
空
間
の
構
造
を

理
解
し
て
い
る
専
門
家
で
あ
り
、
そ
の
た
め

『
大
系
』
を
新
文
学
に
限
定
し
な
か
っ
た
。
そ

し
て
香
港
の
地
域
性
を
考
慮
し
、
香
港
の
読
者

た
ち
の
概
況
を
熟
知
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
ほ

か
に
「
旧
体
文
学
巻
」「
通
俗
文
学
巻
」「
児
童

文
学
巻
」
を
設
け
た
の
で
あ
る
。「
総
序
」
は

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「『
大
系
』
の
な
か

で
「
香
港
」
は
、
文
学
と
文
化
空
間
の
概
念
で

あ
り
、「
香
港
文
学
」
は
こ
の
文
化
空
間
と
共

同
関
係
を
形
成
し
て
い
る
文
学
で
あ
る
。
香
港

は
文
化
空
間
と
し
て
、
別
の
文
化
環
境
で
は
許

容
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
文
学
内
容
（
例
え
ば
政

治
理
念
）
や
形
式
（
例
え
ば
前
衛
的
な
試
み
）

を
受
け
入
れ
、
あ
る
い
は
文
学
観
や
テ
キ
ス
ト

の
伝
播
や
流
通
（
内
地
・
台
湾
・
南
洋
・
そ
の

他
の
華
語
語
系
文
学
、
ひ
い
て
は
異
な
る
言
語

の
文
学
に
ま
で
影
響
を
与
え
、
同
時
に
こ
れ
ら

異
な
る
領
域
の
文
学
の
影
響
を
受
け
る
）
を
促

進
す
る
に
足
る
の
で
あ
〉
7
〈

る
」。
こ
こ
か
ら
分
か

る
の
は
、『
大
系
』
の
編
者
が
香
港
の
現
地
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
立
脚
す
る
だ
け
で
な
く
、

同
時
に
香
港
が
文
化
空
間
と
し
て
担
っ
て
い
る

複
雑
性
や
雑
種
性
を
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
に
香
港
文
学
の
定
義
に
新
し
い
解
釈
を
与
え

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
香
港
文
学
が

持
つ
転
化
の
視
点
で
あ
る
。
文
体
や
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
い
っ
た
文
学
形
式
、
内
容
の
実
験
性
を

許
容
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
多
元
的
な

文
学
を
伝
播
す
る
基
地
で
も
あ
り
、
受
容
と
影

響
と
い
う
二
大
要
素
を
備
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
香
港
文
学
の
ほ
か
、
東
ア
ジ
ア
に
は
こ
の

よ
う
に
鮮
明
な
文
化
空
間
の
特
色
を
も
つ
地
域

文
学
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、『
大
系
』
の
出
版

は
こ
の
複
雑
で
豊
富
な
文
化
空
間
を
行
間
に
浮

か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

　『
大
系
』
に
お
い
て
最
も
よ
く
香
港
の
現
地

色
を
体
現
し
た
作
品
は
主
に
「
通
俗
文
学
巻
」

に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
大
系
』
の
な
か

で
最
も
早
く
完
成
し
た
選
集
の
一
つ
で
あ
る
。

同
年
に
出
版
し
た
選
集
に
は
「
散
文
巻
」「
旧

体
文
学
巻
」「
児
童
文
学
巻
」
が
あ
る
。
香
港

文
学
の
流
動
や
媒
介
は
そ
の
多
く
が
新
聞
雑
誌

に
よ
る
伝
播
に
頼
っ
て
お
り
、
ま
た
都
市
の
急

速
な
発
展
に
よ
る
変
化
に
呼
応
し
て
お
り
、
通

俗
文
学
ジ
ャ
ン
ル
は
都
市
に
お
い
て
最
も
早

く
、
最
も
容
易
に
一
般
読
者
の
大
衆
に
受
容
さ

れ
る
作
品
と
い
え
る
。
そ
の
親
近
感
や
独
特
な

娯
楽
効
果
に
よ
り
、
こ
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
は
広

く
歓
迎
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
香
港
人
の
姿
や

香
港
の
東
西
文
化
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
都
市

の
様
相
を
生
き
生
き
と
映
し
出
し
て
い
る
。
読

者
の
需
要
の
も
と
、
香
港
の
通
俗
文
学
の
数
は

す
べ
て
の
ジ
ャ
ン
ル
で
首
位
を
占
め
て
お
り
、

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
玉
石
混
交
で
あ
り
、
膨
大
な

数
の
作
品
か
ら
代
表
的
な
作
品
を
精
選
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。『
大
系
』
の
「
通
俗
文
学
巻
」

の
編
者
で
あ
る
黄
仲
鳴
は
、
王
韜
・
鄭
貫
公
・

黄
崑
崙
・
孫
受
匡
・
羅
澧
銘
・
何
恭
第
・
呉
灞

陵
・
黄
守
一
・
何
筱
仙
・
黄
言
情
・
黄
天
石
・

齋
公
・
豹
翁
・
鄭
羽
公
・
王
香
琴
・
侯
曜
・
周

白
蘋
・
望
雲
・
霊
蕭
生
・
周
天
業
・
林
瀋
・
高

雄
・
我
是
山
人
・
司
空
明
・
仇
章
・
筆
聊
生
・

怡
紅
生
・
李
我
と
い
っ
た
作
家
の
作
品
を
収
録

し
て
い
る
。
紙
幅
の
た
め
に
抄
録
し
た
も
の

や
、
存
目
だ
け
の
も
の
も
あ
る
が
、
早
期
の
通

俗
文
学
の
大
ま
か
な
輪
郭
を
生
き
生
き
と
描
き

だ
し
て
い
る
。

　
通
俗
文
学
が
人
を
魅
了
す
る
の
は
、
社
会
に
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残
存
す
る
豊
富
な
文
学
の
養
分
を
吸
収
し
て
い

る
点
に
あ
る
。
香
港
は
様
々
な
人
々
が
雑
居
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
俗
文
学
に
は
一
九
四
九

年
以
前
の
社
会
言
語
が
大
量
に
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
は
古
文
・
白
話
文
・
広
東
語
、
ひ

い
て
は
こ
れ
ら
の
言
語
が
入
り
混
じ
っ
た
「
三

及
第
」
と
い
う
文
体
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ

か
ら
は
通
俗
文
学
作
家
た
ち
の
地
域
的
色
彩
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
通
俗
文
学
巻
」
の

目
次
を
見
て
み
る
と
、
編
者
が
作
品
配
列
に

よ
っ
て
香
港
で
の
通
俗
文
学
の
変
遷
や
伝
播
の

概
況
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
と

え
ば
、
早
期
の
伝
統
的
通
俗
文
体
を
留
め
て
い

る
筆
記
・
粤
謳
・
班
本
・
龍
舟
・
戯
曲
と
い
っ

た
創
作
形
式
を
採
録
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に

香
港
の
通
俗
文
学
の
内
容
的
な
革
新
が
、
既
存

の
文
体
形
式
に
新
し
い
内
容
と
時
代
性
を
注
入

し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
時
代
と
共
に
発
展
し

大
衆
か
ら
の
愛
顧
を
得
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
全
体
的
に
言
え
ば
、

「
通
俗
文
学
巻
」
か
ら
「
旧
体
文
学
巻
」「
散
文

巻
」「
小
説
巻
」「
戯
劇
巻
」
ま
で
を
相
互
に
参

照
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
香
港
」
的
要
素
の
各

文
学
ジ
ャ
ン
ル
間
の
越
境
や
合
流
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。『
大
系
』
の
各
選
集
が
明
ら
か

に
す
る
香
港
イ
メ
ー
ジ
は
、
あ
た
か
も
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
都
市
の
縮
図
の
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
縮
図
を
寄
せ
集
め
れ
ば
大
香
港
の
一
枚
の

浮
世
絵
に
な
る
の
で
あ
る
。「
香
港
返
還
」
の

後
、
香
港
は
政
治
的
に
は
中
国
に
帰
属
し
、
植

民
地
支
配
か
ら
脱
却
し
た
現
在
、
華
語
語
系
文

学
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
支
流
と
な
っ
た
。

『
大
系
』
の
出
版
に
よ
り
、
香
港
文
学
の
定
義

は
言
わ
ず
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
香
港
文
学
の

内
包
す
る
も
の
も
日
増
し
に
充
実
し
、
こ
れ
ら

の
文
学
作
品
は
香
港
の
高
度
消
費
文
化
の
洗
礼

の
も
と
、
こ
の
都
市
の
歴
史
を
鮮
明
に
刻
印
し

て
い
る
。

小
結

　
こ
の
『
大
系
』
全
一
二
巻
は
二
〇
〇
九
年
に

編
集
作
業
が
始
め
ら
れ
、
二
〇
一
四
年
に
最
初

の
選
集
が
、
そ
し
て
二
〇
一
六
年
に
は
す
べ
て

の
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
二
〇
一
六
年
二
月
に
は

香
港
商
務
印
書
館
か
ら
「
導
言
集
」
が
出
版
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
各
選
集
の
巻
頭
に
附
さ
れ

た
導
言
を
一
冊
に
ま
と
め
、
読
者
の
利
便
を
は

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
様
々
な
読

者
た
ち
に
読
解
の
手
が
か
り
を
提
供
し
、
読
者

た
ち
を
「
香
港
文
学
」
に
う
ま
く
導
き
、
さ
ら

に
「
史
」
の
構
築
を
行
っ
て
い
る
。
縦
方
向
の

中
国
文
学
史
の
伝
統
を
継
承
す
る
だ
け
で
な

く
、
形
式
や
内
容
で
は
西
洋
の
文
学
批
評
の
養

分
を
取
り
入
れ
、
香
港
文
学
の
独
自
性
を
鮮
明

に
示
し
、
自
身
の
重
層
的
な
歴
史
的
経
験
と
呼

応
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
『
大
系
』
全
一
二
巻

は
、「
香
港
」
現
地
の
文
化
構
築
の
一
環
と
み

な
す
べ
き
で
あ
り
、
同
時
に
香
港
が
自
身
の
歴

史
や
文
化
、
未
来
を
再
考
し
た
最
初
の
成
果
で

あ
る
。
近
い
将
来
に
第
二
輯
、
第
三
輯
の
『
大

系
』
が
出
版
さ
れ
、
こ
の
第
一
輯
の
基
礎
の
も

と
、
忘
れ
ら
れ
た
文
学
／
史
を
新
た
に
復
元
、

構
築
し
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

注
〈
1
〉 

也
斯
『
記
憶
的
城
市
・
虚
構
的
城
市
』
香

港
：
牛
津
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
三
五

頁
。

〈
2
〉 

香
港
史
料
整
理
目
録
の
具
体
的
な
編
目
に

つ
い
て
は
、
陳
智
徳
「
今
日
香
港
文
学
研
究
引

介
│
│
史
料
、選
本
與
評
論
」（
梁
秉
鈞
・
陳
智

徳
・
鄭
政
恆
編
『
香
港
文
学
的
伝
承
與
転
化
』

香
港
：
匯
智
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
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〈
3
〉 

王
宏
志
・
李
小
良
・
陳
清
僑
『
否
想
香
港

│
│
歴
史
・
文
化
・
未
来
』
台
北
：
麦
田
出

版
、
一
九
九
七
年
、
九
八

－

九
九
頁
。

〈
4
〉 
陳
国
球
「
香
港
？
香
港
文
学
？
『
香
港
文

学
大
系
一
九
一
九
至
一
九
四
九
』」（『
香
港
文

学
大
系
』
導
言
集
、
香
港
：
商
務
印
書
館
、
二

〇
一
六
年
初
版
、
一
頁
）
を
参
照
。

〈
5
〉 

黄
継
持
「
関
於
「
為
香
港
文
学
写
史
」

引
起
的
随
想
」（
黄
継
持
・
盧
瑋
鑾
・
鄭
樹

森
『
追
跡
香
港
文
学
』
香
港
：
牛
津
大
学
出
版

社
、
一
九
九
八
年
、
九
〇
頁
）
を
参
照
。

〈
6
〉 

総
主
編
の
陳
国
球
は
「
総
序
」
に
お
い
て

編
集
時
期
の
境
界
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。「「
一
九
一
九
年
」
と
「
一
九
四
九

年
」
と
い
う
二
つ
の
時
間
指
標
を
設
定
し
、

『
大
系
』
第
一
輯
の
上
限
と
下
限
と
し
、
起
点

を
整
理
す
る
試
み
を
行
っ
た
。
以
後
、
第
二

輯
、
第
三
輯
…
…
と
、
流
れ
に
従
っ
て
時
代
を

下
り
、
そ
の
他
の
時
代
に
対
す
る
考
察
を
進
め

て
い
き
た
い
」（
同
注〈
4
〉、
二
三
頁
）。

〈
7
〉 

同
右
、
二
五
頁
。


